
て
い
た
。
ま
こ
と
に
沈
滞
し
た
、
活
気
の
な
い
社
会
生
活
で
あ
っ
た
。

太
平
の
生
活
に
馴
れ
た
町
人
は
、
倹
約
令
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
蒙
り
、

物
価
は
二
割
の
強
制
値
下
げ
で
、
多
く
の
屈
は
破
産
に
追
い
こ
ま
れ
、
改

革
の
意
図
が
衣
食
住
を
改
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
日
常
生
活
は
一
変
ぜ

ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

株
仲
間
の
解
散
に
よ
り
在
郷
商
人
層
の
台
頭
が
、
家
内
工
業
の
発
展
と

共
に
地
方
地
方
に
新
し
い
市
場
が
出
来
て
、
今
ま
で
の
城
下
町
や
門
前
町

に
な
か
っ
た
新
し
い
町
手
つ
く
り
が
な
さ
れ
て
き
た
。
各
地
の
特
産
物
が
自

生
的
な
展
開
を
す
る
め
ば
え
が
で
き
て
き
た
の
で
あ
る
。

検

I也

松

浦

此
の
稿
の
始
め
は
石
野
原
泉
小
学
校
校
長
の
原
泉
地
区
歴
史
資
料
の
発

掘
、
古
文
書
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
幕
藩
時
代
の
農
村
を
知
る
に
は
地
方

(
、
ち
か
た
)
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
地
方
三
帳
即
ち
御

取
箇
御
帳
、
年
貢
割
付
状
、
年
貢
皆
済
状
の
三
種
と
、
同
じ
く
各
村
々
の

検
地
帳
(
水
帳
)
、
宗
門
改
人
別
帳
、

O
O村
差
出
帳
、
及
五
人
組
帳
と

そ
れ
に
附
随
し
て
い
る
五
人
組
帳
前
書
を
読
む
こ
と
で
あ
る
。
然
し
時
代

は
隔
た
り
、
各
村
々
の
重
要
文
書
と
は
い
え
、
そ
の
一
片
の
古
文
書
で
も

見
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
で
あ
る
と
い
う
現
在
で
あ
る
。

原
泉
の
古
文
書

円見

一
御
検
地
慶
長
九
甲
辰
七
月
と
申
伝
は
御
座
候
得
共
、
御
検
地
御
帳
面

は
焼
失
仕
無
御
座
候
、
依
夫
其
節
之
御
検
見
帳
段
々
用
申
候
、
其
後

掛
川
御
城
主
井
伊
兵
部
少
輔
様
之
御
時
に
、
{
玉
、
氷
元
申
の
年
之
御
検

見
帳
相
用
来
申
候
。

一
新
田
御
検
地
、
正
保
五
子
の
年
北
僚
出
羽
守
様
之
御
時
と
申
伝
に
御

座
候
得
共
、
御
検
地
御
帳
面
は
焼
失
仕
無
御
座
候
、

宝
永
元
中
の
年
左
御
検
地
帳
相
用
末
申
候
。

右
は
此
度
御
顕
被
仰
付
候
に
奉
畏
御
座
候
。
以
上
。

寛

延

三

年

午

の

三

月

佐

野

郡

萩

間

村
権
左
衛
門

新

見

御

役

所

次

右

衛

門

九
左
衛
門

角
右
衛
門

新
見
御
役
所
と
は
、
中
泉
代
官
大
草
太
郎
左
衛
門
の
代
官
役
所
で
あ
り

寛
延
=
一
年
と
あ
る
か
ら
、
寛
延
二
年
か
ら
宝
暦
四
年
迄
代
官
で
あ
っ
た
太

郎
左
衛
門
政
美
の
時
で
あ
る
。
中
泉
代
官
の
照
会
に
対
す
る
返
書
で
あ
る
。

慶
長
九
年
に
施
行
さ
れ
た
。
世
に
い
う
辰
の
検
地
、
伊
奈
備
前
守
の
検

地
帳
水
帳
と
正
保
五
年
北
僚
出
羽
守
の
施
行
の
新
田
検
地
の
水
帳
が
火
事

の
為
焼
失
し
て
村
に
残
さ
れ
て
い
な
い
故
、
宝
永
元
年
の
井
伊
兵
部
少
輔

の
検
地
帳
を
代
用
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

依
夫
右
之
通
り
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検
地
と
は

原
泉
地
区
旧
萩
間
村
の
古
文
書
に
あ
る
検
地
と
は
、
言
葉
で
は
わ
か
っ

て
い
る
が
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。
封
建
制
度
の
も
と
士
農
工
商
の
身
分

制
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
万
狩
に
よ
る
如
く
兵
農
分
離
、
座
、
市
の
発
達

に
伴
う
農
商
分
離
の
政
策
に
よ
り
固
定
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
豊
臣
秀

吉
の
行
っ
た
、
世
に
い
う
太
関
検
地
に
続
き
、
江
戸
幕
府
や
諸
藩
で
行
っ

た
検
地
に
よ
っ
て
農
民
即
百
姓
の
身
分
が
独
立
し
て
い
っ
た
。

検
地
は
土
地
の
丈
量
を
行
い
農
地
の
生
産
力
を
法
定
化
し
、

等
の
賦
課
の
基
準
を
定
め
る
作
業
で
あ
る
。

年
貢
扶
役



太
閤
検
地

室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
戦
国
大
名
の
も
と
で
、
夫
々
領
国
の
農
民
等

か
ら
戦
力
と
な
る
食
糧
、
金
銭
、
軍
夫
な
ど
拠
出
せ
し
め
る
為
、
農
村
の

耕
地
、
戸
数
に
一
定
割
を
設
け
て
貫
高
制
な
る
制
度
が
生
ま
れ
る
。
織
田

信
長
、
豊
臣
秀
吉
と
天
下
統
一
が
進
む
に
つ
れ
て
、
貫
高
利
に
か
わ
る
石

高
制
を
と
り
入
れ
、
天
正
十
七
年
の
俗
に
「
天
正
の
石
直
し
」
と
い
わ
れ

る
検
地
が
大
規
模
に
行
わ
れ
、
「
文
禄
の
検
地
」
と
い
わ
れ
る
文
禄
三
、

四
年
ま
で
に
施
行
さ
れ
た
も
の
を
太
閤
検
地
と
い
う
。

「
田
昌
屋
敷
は
六
尺
三
寸
竿
を
も
っ
て
、
五
聞
に
六
十
問
、
即
ち
三

0
0

歩
を

一
反
と
し
て
検
地
す
る
」
、
生
産
見
込
高
は
、
上
田
は
一
石
五
斗
、

中
田
は

一
石
三
斗
、
下
回
は

一
石
一
斗
、
上
畑
は

一
石
二
斗
、
中
畑
は

一

石
、
下
畑
は
八
斗
と
定
め
る
。
又
屋
敷
も

一
石
二
斗
と
し
て
上
畑
並
の
付

加
対
象
と
す
る
。
検
地
の
帳
面
は
百
姓
に
も
写
さ
せ
、
請
状
を
出
さ
せ
る
。

検
地
奉
行
と
し
て
は
各
在
所
の
帳
面
に
判
を
押
し
て
渡
す
な
ど
、
他
に
も

細
か
な
規
定
が
あ
る
が
、
此
等
に
よ
っ
て
検
地
は
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

検
地
の
終
っ
た
村
々
は
、
そ
れ
に
よ
り
土
地
の
耕
作
者
が
決
定
さ
れ
、

検
地
帳
に
作
人
が
登
録
さ
れ
て
納
税
(
年
貢
)
を
義
務
づ
け
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
百
姓
は
土
地
の
耕
作
と
保
有
の
権
利
を
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は

逆
に
耕
地
に
年
貢
負
担
者
と
し
て
縛
り
つ
け
、
他
所
へ
の
転
出
は
規
制
さ

れ
た

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
原
泉
地
区
の
太
閤
検
地
を
忍
ば
せ
る
。

「文
禄
武
年
発
巳
九
月
一
一日
、
遠
州
佐
野
郡
原
谷
反
間
村
御
検
地
水

帳
同
年
月
日
、
遠
州
佐
野
郡
原
之
谷
内
萩
間
村
御
検
地
水
帳
」
と
あ

り
、
検
地
奉
行
福
岡
市
右
衛
門
と
表
書
の
あ
る
真
黒
に
な
っ
た
文
書
が
発

見
さ
れ
た
。
文
禄
二
年
と
い
え
ば
掛
川
城
主
は
山
内

一
豊
の
時
代
で
あ
る
。

山
内
家
の
家
臣
を
調
べ
る
と
、
土
佐
藩
の
中
老
御
仕
置
役
壱
千
石
福
岡
丹

波
千
孝
と
あ
る
。
こ
の
人
が
内
膳
と
も
市
右
衛
門
と
も
い
い
、
掛
川
藩
時

代
は
五
百
石
御
仕
置
役
を
勤
め
て
い
る
。
山
内

一
豊
は
、
天
正
十
八
年
よ

り
慶
長
六
年
、

士
佐
高
知
に
移
る
間
掛
川
藩
主
と
し
て
当
地
方
を
治
め
、

そ
の
間
太
閤
文
禄
検
地
を
施
行
し
た
の
で
あ
る
。
検
地
奉
行
と
し
て
福
岡

市
右
衛
門
縄
と
り
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
「
文
禄
二
年
、
遠
州
佐
野
榛
原

両
郡
検
地
高
目
録
」
が
高
知
山
内
家
の
資
料
の
中
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
反
間
(
丹
間
)
村
、
萩
間
村
は
、
各
々
二
十
一
石
八
斗
、
五
十
石
四
斗

四
升
、
と
な
っ
て
い
る
。

辰
の

検
地

関
ヶ
原
の
合
戦
で
全
国
諸
大
名
を
二
分
し
、
東
西
に
別
れ
て
争
っ
た
徳

川
家
康
と
石
田
三
成
は
、
遂
に
は
東
軍
の
勝
利
に
終
り
、
豊
臣
家
の
衰
退

と
な
り
、
家
康
の
天
下
取
り
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
東
軍
の
諸
大
名
は

勿
論
、
家
康
幕
下
の
者
共
ま
で
宜
し
く
恩
賞
に
あ
づ
か
り
領
主
大
名
と
し

て
諸
国
の
領
国
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
掛
川
藩
も
山
内
一
豊
高
知

に
移
る
、
家
康
の
異
父
弟
松
平
隠
岐
守
定
勝
が
掛
川
域
主
と
な
り
慶
長
六

年
よ
り
領
治
し
た
の
で
あ
る
。
慶
長
八
年
二
月
家
康
征
夷
大
将
軍
に
補
任

せ
ら
れ
江
戸
に
幕
府
を
聞
く
や
徳
川
将
軍
三
百
年
の
礎
と
な
っ
た
全
国
総

検
地
を
施
行
す
る
。
当
掛
川
地
方
は
伊
奈
備
前
守
忠
次
、
縄
取
を
な
し
俗

に
辰
の
御
検
地
と
い
わ
れ
る
慶
長
九
甲
辰
年
の
検
地
が
行
わ
れ
る
。
此
の

検
地
の
間
竿
は
六
尺

一
分
で
あ
る
。

先
に
あ
げ
た

「
原
泉
地
区
の
萩
間
村
文
書
」
に
あ
る
焼
失
さ
れ
た
御
検

地
が
「
慶
長
九
甲
辰
之
七
月
廿
四
日
、
遠
州
佐
野
郡
原
谷
之
内
反
間
御
検

地
御
帳
之
写
」
と
同
時
に
、
表
紙
が
真
黒
で
辛
じ
て
判
読
出
来
る
程
度
に

「
慶
長
九
」
と

「
遠
州
佐
野
郡
原
谷
萩
間
村
御
検
地
水
帳
」
と
あ
る
古
帳

面
が
出
て
来
た
。
そ
し
て
今
一
つ
原
泉
地
区
の
旧
黒
俣
村
の
検
地
帳
も
発

掘
さ
れ
た
。

「
一、

慶
長
九
甲
辰
年
七
月
廿
一
日
検
地

三
石
七
斗
八
升
八
合

屋
敷
試
斗
壱
升
六
合
六
勺
七
才

三
石
九
斗
八
升
九
合
六
尺
四
才

屋
敷
壱
斗
五
升
六
合

=
一
石
四
斗
七
升
四
合
三
勺
=
一
才

屋
敷
武
斗
八
合
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黒
俣
村

藤
内
馬

同次
郎
太
夫

同次
郎
右
衛
門

同
人



三

石

四

斗

九

升

五

合

六

勺

六

才

作

之

三

郎

屋
敷
壱
斗
八
升
試
合
外
ニ
九
升
四
合
寺
地
同

三

石

六

斗

壱

升

三

合

六

勺

七

才

太

郎

兵

衛

屋

敷

三

斗

三

升

八

合

同

四

石

七

升

七

合

七

勺

七

在

八

郎

兵

衛

屋

敷

壱

斗

九

升

五

合

同

四

石

五

斗

六

升

六

勺

七

才

喜

藤

屋

敷

四

斗

壱

升

六

合

同

三

石

八

斗

四

升

三

勺

四

才

喜

藤

五

郎

屋

敷

頁

斗

六

升

同

壱
石
三
斗
六
升
九
合
=
一

勺

三

才

佐

衛

門

四

郎

屋

敷

壱

斗

五

升

六

合

同

九

斗

四

升

寺

五

斗

壱

升

八

合

三

勺

三

才

三

郎

兵

衛

屋

敷

壱

斗

四

合

同

五

石

七

斗

六

勺

七

才

藤

左

衛

門

屋

敷

三

斗

九

升

八

合

六

勺

七

才

同

合
三
拾
九
石
三
斗
七
升
六
合
壱
才

屋
敷
武
石
六
斗
三
升
三
勺
四
才

惣
高
二
O
メ

四

拾

武

石

之

合

之

勺

五

才

」

以
上
が
古
文
書
の
全
文
で
あ
る
が
、
同
じ
辰
の
検
地
に
つ
い
て
掛
川
誌

稿
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
大
庭
大
亮
家
蔵
の
「
資
料
調
査
巡
村
記
」
の
中

に
黒
股
村
辰
ノ
検
地
帳
に
あ
が
っ
て
い
る
百
姓
の
氏
名
が
あ
る
。
活
字
に

な
っ
て
い
る
故
、
そ
の
ま
ま
写
す
。
「
木
藤
五
郎
、
太
郎
兵
衛
、
い
兵
へ

左
近
三
郎
、
喜
藤
四
郎
、
藤
四
郎
、
藤
左
門
、

一
一
郎
太
夫
、
二
郎
右
門
、

藤
内
馬
、
作
之
直
、
た
つ
四
郎
、
法
く
今
、
慶
長
甲
辰
年
七
月
廿

一
日、

と
あ
る
。
前
記
の
古
文
書
と
比
較
す
る
と
、
総
人
員
で
壱
人
の
相
違
が

あ
り
、
実
名
に
て
合
計
八
人
の
相
違
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
古
文
書
の
左

衛
門
四
郎
を
大
庭
氏
は
達
筆
で
左
門
四
郎
と
書
い
て
あ
り
、
後
の
世
の
人

が
た
つ
四
郎
と
読
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
木
藤
も
喜
藤
で
あ
る
。

つ
い
で
に
「
掛
川
誌
稿
の
資
料
調
査
巡
村
記
」
に
よ
っ
て
、
辰
ノ
検
地

に
つ
き
書
い
て
置
こ
う
。
黒
股
村
七
月
二
十

一
日
、
居
尻
村
七
月
二
十
三

日
、
丹
問
村
七
月
二
十
四
日
、
萩
間
村
七
月
二
十
五
日
、
大
和
田
村
八
月

四
日
、
南
下
西
郷
村
八
月
十

一
日
、
原
川
村
八
月
十
五
日
、
久
居
嶋
村
、

中
島
村
、
市
井
平
村
、
樽
子
村
八
月
二
十

一
日
、
上
島
村
八
月
二
十
三
日

桑
地
村
八
月
二
十
六
日
、
亀
甲
村
九
月
二
十

一
日
と
検
地
の
日
付
が
書
か

れ
て
あ
り
、
萩
間
村
検
地
帳
御
検
地
奉
行
と
し
て
、
柴
田
忠
兵
衛
、
岡
本

孫
左
衛
門
、
村
田
次
郎
兵
衛
の
名
が
見
え
る
。
代
官
伊
奈
備
前
守
の
も
と

に
直
接
縄
を
も
ち
間
竿
を
は
か
り
、
村
役
人
を
督
励
し
て
丈
量
し
て
行
っ

た
役
人
の
名
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
資
料
に
は
掛
川
市
東
部
の
旧
村
々
の
名

が
出
て
こ
な
い
。
掛
川
市
史
資
料
集
第
二
号
に
慶
長
九
年
辰
年
七
月
日
御

検
地
遠
州
佐
野
郡
千
羽
村
水
帳
と
あ
る
。
日
を
欠
く
が
七
月
で
あ
る
。
以

上
を
総
合
し
て
辰
ノ
検
地
は
掛
川
周
辺
は
、
慶
長
九
年
七
月
よ
り
周
年
九

月
を
中
心
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
検
地

慶
長
検
地
に
よ
り
遠
州
諸
村
々
の
村
高
は
決
定
し
て
、
百
姓
の
年
貢
の

負
担
量
も
算
定
出
来
た
の
で
あ
る
が
大
名
領
分
と
な
り
、
天
領
と
な
り
、

又
旗
本
知
行
地
と
な
っ
て
何
年
か
過
ぎ
る
と
、
其
の
村
々
の
支
配
者
の
思

惑
と
農
民
の
開
発
欲
よ
り
田
畑
の
開
墾
が
な
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
を
新
田

と
し
て
新
た
に
検
地
帳
に
書
き
上
げ
て
年
貢
対
照
地
と
す
る
の
で
あ
る
。

掛
川
藩
の
場
合
、
江
戸
幕
府
の
後
半
は
太
田
侯
に
よ
り
領
治
せ
ら
れ
て

来
た
が
、
前
半
約

一
四
O
年
の
聞
は
松
平
隠
岐
守
に
始
ま
り
藩
主
松
平
家

二
代
、
安
藤
帯
万
、
松
平
越
中
、
朝
倉
筑
後
、
青
山
大
蔵
、
松
平
家
二
代

本
多
能
登
、
松
平
伊
賀
、
北
傑
出
羽
、
井
伊
家
四
代
、
松
平
達
江
、
小
笠

原
家
=
一
代
と
前
後
十
九
名
、
十
二
家
に
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
藩
主
が

そ
の
時
々
の
検
地
を
行
っ
て
、
年
貢
の
取
立
高
を
多
く
望
ん
で
い
た
と
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

村
差
出
帳
に
見
ら
れ
る
「
出
目
新
田
」
な
る
も
の
は
、
旧
来
よ
り
の
土

地
を
計
量
し
直
し
、
浮
び
上
が
ら
せ
た
面
積
で
あ
り
新
開
発
の
田
畑
で
は

一10-



な
い
。
上
西
郷
村
差
出
帳
に
北
僚
出
羽
守
様
御
改
出
目
新
田
と
し
て
書
き

加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
慶
安
二
一
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

又
、
起
帰
新
田
と
は
、
元
来
田
畑
で
あ
っ
た
も
の
が
天
災
等
に
よ
り
荒
地

と
な
っ
て
い
る
所
を
改
め
て
開
発
し
新
田
と
し
た
田
畑
で
、
新
田
と
し
て

検
地
帳
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
が
各
村
々
に
多
く
見
ら
れ
る
。
倉
真
村

差
出
帳
に
「
延
宝
八
申
年
井
伊
伯
香
守
様
御
代
永
荒
場
所
起
帰
り
に
名
目

申
新
田
と
御
改
請
申
候
」
と
あ
る
。

こ
の
様
に
新
田
検
地
は
各
村
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
今
、
手
近
の
資
料

を
拾
っ
た
だ
け
で
も
寛
、
永
二
年
五
年
朝
倉
筑
後
守
、
寛
永
十
六
年
十
七
年

十
八
年
本
多
能
登
守
、
正
保
二
年
と
四
年
松
平
伊
賀
守
、
慶
安
元
年
、

二
年
、
三
年
、
四
年
、
承
応
二
年
、
明
暦
元
年
、
二
年
、
三
年
、
万
治
元

年
北
僚
出
羽
守
、
万
治
二
年
、
三
年
、
寛
文
二
年
、
四
年
、
五
年
、
七
年
、

八
年
、
十
二
年
、
延
宝
二
年
、
三
年
、
五
年
、
八
年
、
天
和
三
年
、
元
禄

元
年
、
二
年
、

四
年
、
六
年
、
八
年
、
十
二
年
、
宝
永
元
年
井
伊
兵
部
少

輔
又
は
伯
香
守
、
享
保
六
年
、
十
五
年
、
元
文
四
年
、
五
年
、
小
笠
原
山

城
守
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
だ
け
で
四
十
ヶ
年
も
あ
る
。

村
に
よ
っ
て
調
べ
る
と

南
西
郷
村
は
、
明
暦
元
年
、
万
治
二
年
、
三
年
、
寛
文
二
年
、
四
年
、
十

二
年
、
延
宝
五
年
、
享
保
六
年
、
十
五
年
と
あ
り

桑
地
村
は
、
正
保
二
年
、
四
年
、
慶
安
二
年
、
承
応
二
年
、
万
治
元
年
、

二
年
、
寛
文
五
年
、
延
宝
三
年
、
元
禄
元
年
、
四
年
、
六
年
、
十
二
年
、

宝
永
元
年
と
あ
る
。

延
享
三
年
太
田
摂
津
守
以
降
の
事
は
諸
賢
兄
の
発
表
を
ま
と
う
。

村
高
の
移
動

文
禄
検
地
よ
り
明
治
二
年
浜
松
県
に
移
る
ま
で
の
村
高
の
移
動
を
、
数

ヶ
村
拾
っ
て
み
よ
う
。
太
閤
検
地
を
文
禄
、
慶
長
検
地
を
辰
、
元
禄
十
三

年
遠
江
国
元
禄
高
帳
を
元
禄
(
此
の
高
帳
は
遠
江
国
風
土
記
伝
の
村
高
と

同
じ
)
延
享
四
年
村
差
出
帳
に
よ
る
村
高
を
延
享
(
此
の
村
高
は
掛
川
誌

稿
の
村
高
と
同
じ
)
、
明
治
二
年
石
高
調
を
明
治
と
略
号
で
書
く
。

-
五
明
村
文
禄
高
三
三
五
石
三
一
升

辰
ノ
高
三
三
五
石
七

一
升

元
禄
高

三
三
六
石
七
一
升

新
田
高
三
石
六
九
升
元
禄
八
年
井
伊
兵
部
少
輔
代

高
二
石
二
四
升
万
治
二
年
井
伊
兵
部
少
輔
代

合
高
五
石
九
三
升

延
享
高
三
四
一
石
六
四
升

明

治

高

三

四
二
石
六
四
升

Z
飛
鳥
村
文
禄
高

辰
ノ
高

五
O
六
石
五
四
升

三
七
O
石
五
六
升

元
禄
高
二
八

O
石
O
六
升

新
田
高
八
石
五
三

一
合

外
に
粟
隣
寺
領
一
石

外
に
寺
領

一
石

外
に
永
江
院
寺
領
七
石
五
斗

円
蔵
寺
領
二
石

寛
永
一
一
年
朝
倉
筑
後
守
代

高
一
石
五
四
七
合

高

五

六

五

合

高

一
石
五
五
升

高

六

三

三

合

高

九

二
五
合

高
四
石
六
七
二
合

高

一

八

五

合

高
九
石
七
七
五
合

高
二
石
六
五
升

合
高
三
一
石

O
三
三
合

延

享

高

山

O
一
石
五
九
升
外
に
寺
領
九
石
五
斗

開
発
新
田
七
石
八
一
升
年
月
不
明

明
治
高

四
一
八
石
九
斗

寛
永
十
六
年
本
多
能
登
守
代

寛
永
十
七
年
間

慶
安
四
年
北
僚
出
羽
守
代

明
暦
二
年

同

寛
文
七
年
井
伊
兵
部
少
輔
代

延
宝
三
年
井
伊
伯
香
守
代

天
和
三
年
井
伊
兵
部
少
輔
代

元
文
四
年
小
笠
原
山
城
守

元
文
四
年
同



凶
九
一
一
石
六
二
升

=
一
七
二
石
八
四
升

開
発
新
田

一
三
二
石
余
り

一
克
禄
高
五

O
五
石

O
五
二
合

新
田
高
一
二
石
二

O
八
合
承
応
二
年
北
僚
出
羽
守
代

高
一

O
石
七

O
三
合
明
暦
元
年
同

高

二

石

一
三
六
合
寛
文
十
二
年
井
伊
兵
部
少
輔

高

三

石

O
O
二
合
元
禄
四
年
井
伊
兵
部
少
輔

合
高
二
八
石

O
四
九
合

延
享
高
五
三
三
石
一
斗

開
発
新
田
七
石
八

一
升

五
凶

O
石
九
一
升

5
結
縁
寺
村

文
禄
高
七
四
石
九
六
升

辰
ノ
高
七
八
石
八
九
六
合

元

禄

高

八

O
石
=
一九
升

新
田
高

一
O
石
四
五
八
合

高

七

七

O
合

合
高

一
一
石
一
二
一
八
合

3
中
宿
村
文
禄
高

辰
ノ
高

元
禄
高

延
享
高

明
治
高

4
水
垂
村
文
禄
高

辰
ノ
高

明
治
高

飛
鳥
村
高
に
含
ま
る

八
八
石
一
斗

八
九
石
六
斗

外
に
北
昌
寺
領
一
石
五
斗

八

八

石

一

斗

外

に

北

昌
寺
領

一
石
五
斗

開
発
屋
敷
不
動
堂
除
地
四
斗
年
月
不
明

九
O
石

年
月
不
明

池
新
田
年
月
不
明

外
に
結
縁
寺
観
音
堂
領
一
石
五
斗

竹
田
新
田

亥
新
田

同年
月
不
明

延
享
高

明
治
高

九

O
石

二

一升

九
一
石
六
二
升

外
に
観
音
堂
領
一
石
五
斗

。
萩
間
村
文

禄

高

五

O
石
四
四
升

辰
ノ
高
四
七
石
四
五
升

元
禄
高
四
七
石
四
五
升

新
田
高
二
三
石
九
八
升

差
出
帳
高
七
一
石
四
斗
=
一升

明
治
高
七
一
石
四
三
升

正
保
五
年
北
僚
出
羽
守
代

明
和
五
年

-
丹
間
村
文
禄
高

辰
ノ
高

元
禄
高

一
二
石
八

O
升

二
四
石
八
二
升

二
四
石
八
二
升

開
発
新
田
四
石
七
四
升

二
九
石
五
六
升

q
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年
月
不
明

明
治
高

0
6
桑
地
村
辰
ノ
高
六
九
石
一
斗

元

禄

高

七

O
石
一
斗

戊
亥
新
田
高
一
四
石
三
六
六
合

内

訳

高

八

一

升

正

保

二

年

松

平

伊

賀

守

代

高
=
一石
O
八
九
合
正
保
四
年
松
平
伊
賀
守
代

高

一
石
七
八
合
慶
安
二
年
北
傑
出
羽
守
代

高
三
石
六
四
六
合
承
応
二
年
北
傑
出
羽
守
代

高
三
石
三
五
五
合
万
治
元
年
北
傑
出
羽
守
代

高

八

一

升

万

治

二

年

井

伊

兵

部

少

輔

代

高
七
九
五
合
寛
文
五
年
井
伊
兵
部
少
輔
代

高

二

合

延

宝

三

年

井

伊

兵

部

少

輔

代

外
に
昌
寿
庵
寺
領
一
石



高

六

七

升

元

禄

一

冗

年

井

伊

伯

香

守

代

高

一
O
二
合
元
禄
四
年
井
伊
伯
香
守
代

酉
改
新
田
高
=
一
石
三
五
升
元
禄
六
年
及
十
二
年

新

田

高

一

一

一
五

一
四
九
合
宝
永
元
年
申
年

酉
申
共
に
井
伊
兵
部
少
輔
代

三
八
石
八
斗
六
升
五
合

新
田
合
高

延
享
高
一

O
七
石
九
六
升

明
治
高
一

O
八
石
九
六
升

外
に
昌
寿
庵
寺
領
一
石

，;h.ミ

デ
」

農
民
よ
り
の
年
貢
徴
収
を
目
的
と
す
る
、
太
閤
検
地
と
も
い
え
る
掛
川

藩
主
山
内
一
豊
の
文
禄
二
年
の
遠
州
佐
野
、
榛
原
両
郡
村
々
検
地
の
以
前

に

「
天
正
の
石
直
し
」
と
呼
ば
れ
る
検
地
が
、
徳
川
家
康
の
も
と
に
天
正

十
七
年
、
十
八
年
に
、
駿
遠
三
甲
信
の
五
ヶ
国
を
対
象
に
行
わ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
通
称
五
ヶ
国
総
検
と
い
わ
れ
た
此
の
検
地
を
実
証
す
る
も

の
は
掛
川
周
辺
に
は
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
。
唯
、
掛
川
誌
稿
の
編
者
が
北

辺
炭
焼
村
の
頃
で
、
検
地
の
誼
文
と
し
て
次
の
古
文
書
を
見
た
と
あ
る
。

「
其
郷
山
中
之
事
に
候
問
、
毎
年
納
候
ご
と
く
、
炭
六
拾
試
俵
、
さ
が
の

村
、
み
や
う
が
島
村
両
郷
よ
り
納
所
可
有
候
、
以
上

丑

八

月

廿

日

寺

田

右

京

亮
み
や
う
が
し
ま
村

さ

が

の

村

御

百

姓

中

わ

L 

当
掛
川
地
方
に
お
け
る
近
世
的
検
地
は
天
正
十
七
年
に
、
城
主
石
川
日

向
守
に
始
ま
り
、
文
禄
二
年
山
内

一
豊
、
慶
長
九
年
松
平
隠
岐
守
に
て
定

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
朝
倉
筑
後
守
、
本
多
能
登
守
、
松
平
伊
賀
守
の

新
田
検
地
、
北
傑
出
羽
守
、
井
伊
兵
部
少
輔
の
六
尺
間
竿
に
よ
る
計
直
し

の
験
地
(
出
目
新
田
の
計
上
)
に
よ
り
酷
と
も
い
え
る
村
高
が
決
定
ず
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
井
伊
兵
部
少
輔
の
新
田
開
発
方
針
を
小
笠
原
山
城

守
が
引
つ
ぎ
、
つ
い
で
掛
川
藩
の
代
表
と
す
る
太
田
侯
に
と
移
っ
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。

か
さ
ね
て
言
え
ば
検
地
と
は
百
姓
よ
り
徴
収
す
る
年
貢
の
算
定
の
基
礎

反
別
を
計
り
、
生
産
高
を
推
定
す
る
作
業
で
、
桑
地
村
の
差
出
帳
に
よ
れ

ば
「
宝
永
元
申
ノ
年
井
伊
兵
部
少
輔
様
御
代
田
畑
地
、
押
御
吟
味
被
遊
、

銘
々
古
検
反
別
畝
帳
御
座
候
」
と
あ
る
口
此
の
「
押
御
吟
味
被
遊
」
と
い

う
言
葉
に
何
か
気
に
か
か
る
も
の
が
あ
る
。
「
出
目
新
田
」
と
い
い

百
姓

の
頭
の
上
に
の
し
か
か
る
蔭
気
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

吉
岡
村
の
書
上
帳
の
中
に
、
「
但
惣
田
畑
盛
、
一
盛
宛
御
増
被
仰
付
、

御
百
姓
方
難
儀
仕
候
ニ
付
、
御
奉
行
様
江
願
出
候
」
と
あ
る
。
掛
川
藩

領
の

一
般
村
方
石
盛
は
上
回
一
石
三
斗
を
基
準
と
し
て
お
る
が
、
天
領
と

し
て
万
治
二
年
よ
り
代
官
支
配
地
と
な
り
、
正
徳
二
年
旗
本
知
行
所
と
な

っ
て
行
く
こ
の
吉
岡
村
は
元
禄
十
五
年
上
田
石
盛

一
石
四
斗
と
計
上
さ
れ

村
総
合
高
で
一
六
六
石
四
八
升
の
高
増
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
吉

岡
村
に
と
っ
て
相
当
で
あ
る
か
、
否
か
で
は
な
く
そ
の
年
に
石
盛
率
を
あ

げ
ら
れ
村
高
で
百
六
拾
石
も
増
さ
れ
た
こ
と
で
、
百
姓
は
混
乱
し
た
で
あ

ろ
う
。
代
官
所
へ
御
願
出
と
あ
る
が
恐
ら
く
は
直
訴
の
形
を
と
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

検
地
は
直
接
的
に
そ
の
年
々
の
年
貢
に
影
響
す
る
。
勿
論
天
災
等
に
よ

る
不
作
の
時
は
検
見
と
い
う
方
法
も
と
ら
れ
て
い
る
が
、
何
と
し
て
も
検

地
さ
れ
た
高
反
別
が
一
番
の
基
礎
で
あ
る
。
藩
役
所
、
村
百
姓
両
者
に
と

っ
て
、
そ
れ
は
重
大
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
坪
の
土
地
も
ゆ
る
が
せ
に
出

来
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
の
概
念
で
も
て
る
も
の
は
強
い
と
言
う
が
、
近

世
の
百
姓
は
、
多
く
も
っ
て
い
る
も
の
が
強
い
と
ば
か
り
は
い
え
な
か
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

今
の
世
に
現
金
収
入
の
な
い
土
地
持
ち
の
老
人
が
、
納
税
に
困
り
、
最

終
的
に
は
分
散
し
て
行
く
身
上
に
な
っ
た
と
聞
く
が
、
い
つ
の
日
に
も
同

じ
と
ば
か
り
感
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

師
走
の
風
は
冷
た
い
こ
と
で
あ
る
。
十
一
一
月
十
七
日

円
ぺ
U

記




